
総合調査と野外調査

式 正　莱

　・二分最近旋行1しだレた劒だど思うが、騰会調養」とし汐名前で、丈地

　の厘・酸に闘する基礎的調変によくひっぱり出される、寄れぱ地域の芸同謁餐

　とは少し異なり丸　一一つの頃的を椅：つた」專rli鞠調査なのだが、　丈地の蔚つ領，麹

荘癩蕨科単1二吻磁ちとめて明碓1二しょうとする劒といえよちそれ改

調査メツベ粗粗擁の調馬が纏く物理戦劇eとして調緊緊を組織するよう

に・ある奪岡が中核とな一って醤ばれる。私め劇一与しているものでば薙町尽の

都市地盤調萱と撰抹省の土勉和用畜黒化調蛮とがある。煎者は工諺など重量

雛綱魏に鮒る難雌鶏じめその可鰍砺る雛舗醜の醗
、蚤：件に書しぼ’って調悪しゴておこ．うとするもので、　建i察；塁擁ミ糞造、地農工学、層土

騰頻挙・民力玖勉形軸肉妖看がそれぞれ独勧調査方法1二よゲ〈蒐
盤調憂藪分担する。朗題が単純ではっきりしているから、・各・專ηの協力分野

ぱ自・ずどわか親て糎犯す二とがなも｝。地形学の沖合だと空中写真判羨による

微地形頒査と砥地め勉形懲霧中髪応用解釈して、等質地盤の拡がりをむさえ

ることが役割である・つまη地理の側として果す分野ぱ、

　　　　　　　　　　　　　このよう斥端的に表罫的にレぼられた揚州でも
．命衛・拡がり・平面図ゑ麺二本賓力ぐあって、この点他の分野ない二ずれむ面薦

的な周全窪’解決するヲ契論を猪ち会わせていな’い。

　地理r分野のもう一つの蟹味ぱこ二のような総合詞：食の場含でもやは0　フィー

ノレド、サーヴェーめときに発揮されるガ祝よ、さの論沓1ま望地に．出ると得てし

て困りて慕た冷めようにおし黙ってレまいがちである。現地の可梶的な亭物

から両緯猛．探し出し・綬立つよケな擾料を導出する野外観察の仕刎ゴそ姻

身テクニックとして：璽要不可欠なものである。　しばしぼ総合調査9のときには1

各専両家が合司てジづ馳バスに硬零して蜂細君出かけることにな観野外

に出れ．ぱ位階勲等をふりあげてみた所で、広い大きな自然の前にぱ入圃ぽ却

ってみじめな存・在になる1ま’かりの：二とである。溢上ボーワングの揚所’へ伝馬，

舶をやとって蕎捧に出ると途燭江捲沢を：舶硬に喰って、舵上の完生凌ばザン

プリとしぶきをあびて塩水で仲良くビショ濡れになってしまうようなごとさ

えもある。二んな墾察がくり澱されると導口（よって玖立し幽 ?｢がちの調査
者同志を：沢旧く’eがぼぐれて、互tlに規近：感を覚えるようになり、摺然に他の

零圃傭に餌を蜘縁余裕継てく，る贋航なる・このようなと乞例え
　　　　　　　　　　　　　　　　（7）



ば撰尾ヰ蝉の弥奮の池沼の前で金魚藝纏の議乏しても、馨中・集落の話をして

も：不：思議な：二とK話・題憂提供するのはこちらばかつなことが多い・』大学の学

部内の編威毛畜ってみ麗ば総合調壷iの組織のような一面もあるが、叡授会の

讃論ぱ榛猛巻ているから、陶襟を旧くという懸じからは程璽い・ものである劃

だから総合韻査に伴う合同野外調’査の価値ぱ実繋凶な威果をもたらすことの

危に幽食老同憲の人三三轍つし1て三会弁の役をも果し、その意陳では謁査

全：爺に：薦回している役劉は三三に式き1く根本的と：老云えみ。

　砲み増一r1塚逢と一三」乙歩くことの聴骨は勿論いうま魯もなひ：＝とだが・禾

瓢のことを教わり、嗣じ事勿で三巴の仕有の異し、を知ることで卑益される

面は頗る多し｝。四葬の秋には農狐省の依二三箪地農蒙の人平と：土．地のもつ生

産力を・分銀する方法論髪検劃プるた劫1て：・、面二三や甫錯総を歩いた・警士の，

裾野・と言えば、導韮蒔べ野外二二で汗㌧具い訓諌をうけた経嚢もあり、素だに

旧著舷同題で懸がしいところであるが、今の面謬士は亜施肥の麗塵が教惹レ

ていても4タリZアンライ・ペレニアルライ・ラディノク駈一八㌦レソドクロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　しぎね一べ・オーチマード孝の二三が縁なす得と雲って拡がり平郵な嗣拓地がひら

げている．　しかし風：農の二三…：さ〔二反し水澱の・もと：．めに．くい；とから月く源鯛i蛮

の萎1労話を前1二旧いており、結局．躯麺朔の水は訳剥握がカ＼らまってひげず亀、

や。と訴守山地4）文深が2フ爾タKし《箔・野窪鉢聴骨にめぐる開悟簿完威したと

いう水垣：哲を．実際に干てその径の細さヨご感櫨を禁じ露なカ、つた・二㌧の門下

地は尊’崇酪撰琢に特色がありジャージ｛種を平殉三下蒋っ’くないるが、開柘

穣す余孝経つ藤毘狂でも落し向き儲さ二言でもなさそうである・擾も・律い置

けた教張りの嗣拓農1家め中で鍋に煮たドロドロと巌い黄言い牛乳をいただ弩

丁丁、には土地が固いため」＝蔵わかれした『≠ｭ揆の干したのを冤ると、富：七山が

背景仁慧ければどこか大二三．でむ来ているような錯藁さえ肥える。蟹然の苛

烈さ二鳳／0琴のぺ痢の民力には大して頼いを与えていないようでもあみ’が、

哀野娯人の多い闘拓毒董iのねは1’1コ強さには一向にヘニたれたようすは屋られ

なかつ乏。こ、のヅく旧注の扇状地にぱメ1山三下蕨が二次的に健養して表β部

に濁i緒レ乏鍛層圭彰、威レている．カナマサとかチャンキワマサと二か呼ばれる

特殊，三二蕨で・チマソ（：欠i罷）〃くツノレ八ンさ、砕力＼なければ耕葎1できない程だ’とい

うのである。繭雷士で2ぱ：二の他アカマザ、　エカスマザと呼ぶ土壌が分フ回する

が、　二L地生．産力の諺｛登は二紅彦箋と弓形・　地形と＝i縷ξ蔓、　丈壌と櫨ξ益1：二関し『’＜行わ

れいくつかの成累を：あザた。天守山麓の小扇状地は入＼・＝そ、熔岩の斜面ぱ根

笹が蟹然前1二それ乏れす激身・げていたし、腐骨乃の厚さぱ草ののがに蜜接な

囲孫を薪ち放草の反：当り収：肇1二すると2．揚も3倍も嗣いでくみ。これらの二
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と．1蕊孝詣った後でば当「然のようでもあみかごv寝衣で，短蒔臼・め内に噛しる〆二ど1ココ：容：

1易でないと一入で歩いて得ら丸る内容否もな目。二の貯ぱヨ感づマいて爾襲

麹琢わり4年生の文様ど岡本君と藩合づ・て賛測畷贋の山麓謡い《

卒論のフ4礎ルド循厚に従ったガ面謝士では落く堆積してい『たアカマずヤエ

カスマサが爾墨画の愛鷹山麓餐ぱヅ（山．父権1積の右向性めために∴二天強面－審よ

めソ0’借も，厚く簾覆していた。・マザの見分け方が亡霊でも窓易にできたのぼ

その前日・までの総合調葺の野外調蚕のおかヴであり、　こ・れが両潟の卒類論文

に生か噛されていればぐ正に総合調蚕の功葱は幽しなむ、ゼ（」脱．29、／96／）・

山 び こ

　　　　調査雅慈　　　　　　　　 き

　　　　　　　　　　　　　　ソ｝し井、玲，子、　・、ゴ、・。、

昏礁奪：のヲ湾末から／ケ肩群馬票ゐ土地利用嚢底1ご財宣した。’入所した年〔

綾羅室から物言いがついて名ξ屋行きが前9に継穂されて以来、チ禁や東雲

め調査に≧出してもら：う二とがあっ《もひとの名を、借歴ないで噛こんなに：鼓ぐi二

・出’たのははじめてである。近頃、は＿土、地利用が卒論め必修どなづ旧い『る・そうで

図ま既に御存知の二とと恵うが、土地子忌調査どPうの’颯た劉で・囚獄

わず誰にでもで騒代り7沼目40種灘の齢族さ面勧基準に合わ
せて振湿しなければな｝うず神経の疲れるものであ，る。盛中舅翼盆唯一の弓懸

とするが、、調畳地域が運悪く公私どこの載肉によってでも厳影されていない

詰ると、傲年三鋤畷つたル講真を侠わ祀ればならな川減磁
、る。　たと，え新し1い大回．尺め三三が手に：！＼つ・て毛、；＼高舜～三国のよ：う：な戻

・婚な二：毛田地域では12月振：影のもので1ま毯調からぱ水田と噛め判劉さえ・つき

1に噛く＜、地劇を頼ること疋なるが、　ここ2㌧3年魚激にふえた隆田ともなるど

もう一睡調登をまつより他ぱなし1．ここぽまた名だたる藤蚕麹域とて・鎌高

勉には桑闘と督露畑が半々、七分三分と交錯し、根刈り荏江てで蕪夏出し京

1ね：・た状態にある冬の写真でぱ両矯め判別は全く難かしい・

！こ、5’万分のノの精度：と／ケ月向’二半図禁というノルマを考える・と、」・虚字萱

∫もならずご直路の《薫などでサソフ。ノレ垂直iを試み（毛あろい且禽くあるいぱ

i黒く写っていて会く、あてにならない。、転学はその上、本畑と曖畔硬＼樹，拒の

：あみなしを区別4る規定である。堤防のよから見はるかすと一面三三どなづ
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